
290 乱流大気中における航空機の突風応答理論・解析と予報問題

スケールの（LOOO2％1inearityはフール・スケールの

0．05％）等高性能の機器を使用し連続記録（第4図）と

上層天気図（Hight－1eve1）を比較検討することによって

かなり正確な大気の乱れ区域あるいはその機構を解明で

きると思われる．

　最後に，大気中主として上層におげる乱流区域の予報

問題をとり上げてみたいと思う．

　高々度を飛行する機からCATに関する報告は各国で

実施されつつある．圏界面付近の高々度においてかなり

激しいCATが始めて報告されたのはComet－n型の実

用化時代にさかのぼる．そして，この上層におけるCAT

は地形の影響によるものよりもむしろ大規模なJet流と

関連し起っていることが多く本質的には垂直方向の風の

集束帯・温度場が主要な約割をはたしていると云われる

ようになった．1955年USAFは高々度タービュレンスに

関して一連の調査を行い，その結果CATは大気の強い

流れの北側やその軸の中心附近あるいはその下方で割合

多く起っていると立証し注目をあぴた，ごく最近筆者は

BOACのパイロヅトからCirrusの後尾に突入した時に

は必ずと云ってよい位CATがあると云っている．一方

こうした乱流の機構，その原因についてはRichardson

等一連の乱流発達理論があり，これらの理論の展開によ

ってある程度の乱れ区域の予報は確立されるが，その基

礎となる広範囲，高々度までの資料や解析方法が不十分

だし，現在のところどうしても統計的推定法による外は

ない，したがって，われわれが量的にその垂直ガスト成

分なり区域なりを正確に予報するにはComputerによ

る航路別連続垂直断面解析を行うとよい，ともかく，こ

れ等種々な問題から考えて乱れの区域の予報あるいは分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　

類をする場合に機の性能を十分考慮しなければ無意味な

ものになる．
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第17回常任理事会議事録

日　時　昭和36年7月14日（金）16．30～19．00

場　所　神田学士会館

出席者　畠山・正野・松本・神山・藤田・根本・有住

　　　　・今井の各理事（順序不同）

決　議

　1．天気編集委員の吉野氏はドイツヘ行くため代り

　　として藤井幸雄氏にお願いすることとなった．

2．　日中学術交流の顧問を畠山理事にお願いするこ

　　ととなった．

3．毎日学術奨励金申請については研究グループに

　　連絡をとり，あれば出すこととなった．

第18回常任理事会議事録

日　時

場　所

出席者

決　議

　1．

16

昭和36年8月11日（金）17．30～20．00

神田如水会館

桜庭，畠山，正野，吉武，松本，藤田，神山

根本，淵の各理事（順序不同）

秋季大会を11月7日，8日，9日の3日闇東京

理科大学において行い，大会委員長に畠山久尚

　　氏をお願いする．

2．数値予報国際シンポジウムのプロシーヂングに

　　ついて次のように予定価格をきめる．

　　　　会　員　　2，500円＋郵送料

　　　　会員外　　5，400円（15＄）郵送料を含む

3．　アメリカ気象学会の文献速報の資料提供につい

　　ては集誌編集委員で処理する．

、天気”8．9．


